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貝類（内湾産） ＜トウガタガイ上科 トウガタガイ科＞ 愛知県：準絶滅危惧 （国：リスト外） 
GASTROPODA (Inner Bay) ＜PYRAMIDELLOIDEA PYRAMIDELLIDAE＞ AICHI：NT （JAPAN：－） 

カキウラクチキレモドキ Brachystomia bipyramidata (Nomura) 

 
【選定理由】 
 本種は河口域から内湾の干潟や岩礁
に生息するマガキの体液を吸って生き
ている。宿主であるマガキは水質汚濁、
護岸工事等で生息環境がかなり悪化し
た場所でも多産するが、本種は生息環
境が良く保全された場所に生息するマ
ガキにのみ寄生する。従って、健全な
個体群が保存されている生息地は限ら
れている。和田ほか（1996）では、危
険とランクされている。将来的に絶滅
危惧に移行する危険性がある種と評価
された。 
 
 
 
 
 

【形 態】 
 殻長約 4 mm で微小。殻は塔型で白
色、成長脈はやや荒く、軸唇には弱い
襞が 1 本ある。 
 
 
 
 

【分布の概要】 
【県内の分布】 
 上述したように生息場所は限られている。汐川干潟の広大なマガキ床には大きな個体群が保存さ
れている。ただし、年によって個体数に変動が認められる。水質の改善によって、いままで本種が
生息していなかったマガキ群集に新たに生息が確認される例もある（木村, 2004）。近年では、旧幡
豆郡（早瀬・他, 2011）、庄内川河口域（川瀬, 2015）でも生息が確認されている。 
【世界及び国内の分布】 
 日本固有種。松島湾、三河湾、瀬戸内海、有明海、富岡湾に分布する。 
 

【生息地の環境／生態的特性】 
 【選定理由】の項参照。 
 

【現在の生息状況／減少の要因】 
 上述したように県内では、まだ健全な生息地が残っているが、生息環境が悪化した場所では生息
が認められないので注意を要す。 
 

【保全上の留意点】 
 内湾の潮間帯の環境を保全する。干潟の保全や、内湾域の水質の富栄養化を防止することが不可
欠である。 
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